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 続きまして、シンポジウムの部を含めて全体

に関する総括をしてまいりたいと思います。た

だいま基調講演をしていただきました嶋村先生

に、改めまして本日の総括をお願いしたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

講師 嶋村 文彦 

 

 改めまして、千葉県救急医療センターの嶋村

です。本日は大変お暑い中、お忙しい中、かく

も多くの方々にこの会場にお越しいただきまし

て、ありがとうございました。 

 今回の「市民とともに考える救急医療シンポ

ジウム」のテーマは、災害医療ということを指

定していただきました。 

 最初のシンポジウムの中では、救急救命士の

黒川さんより、災害時の救急活動について説明

いただき、その中で、災害時は平時と違って、

トリアージということや、搬送できない可能性

もあるということを言っていただきましたし、

佐藤先生の、もし船橋で直下型地震が起きたら

というお話の中でも、船橋市立医療センターの

活動やＤＭＡＴの活動について、説明をしてい

ただいたと思います。 

 最後の梶原先生のお話の中で、病院前救護所

についてどうか、災害医療対策本部というのは

何をやっているのか、皆さんには、備えとして

何を考えてほしいか、ということを話していた

だきました。 

 それぞれのシンポジストの方の文言の中には、

優先順位をつける「トリアージ」という文言と、

「災害時の備え」というキーワードが示されて

いたと思います。後半の私のほうの講演に関し

ては、近年の災害及び災害医療従事者研修等か

ら、ＣＳＣＡＴＴＴという言葉でもって、体系

的に災害医療を見ているのだということを、一

人でも多くの人を助けるための教育、訓練、育

成、そういうものを行っているということをご

理解していただいたと思っております。 

 私の講演の最後のほうでも言いましたように、

災害時にはどうしても多くの患者さんが怪我を

されたり、病気になったりされます。その皆さ

んを、医療としては全員を助けることは恐らく

できないかもしれません。ただ、やはり多くの

人、一人でも多くの人を助けたいので、災害医

療というのは、常に創意をもって工夫をしてい

るということをご理解していただいたと思いま

す。 

 また、災害に遭っても、災害に耳を傾けるこ

とが大切です。あとは、災害になったときには

かなりデマなどが出ますので、そういうもので

はなくしっかりとした情報を得て、適切な行動

をとっていただくということが大事であると思

います。怪我をされない、病気にならない、と

いう対応していただければと思います。 

 あとは、一番最初に市長様から言われたよう

に、やはり地域で対応していくことが大切です。

もちろん医療に頼っていただいてもいいのです

が、対応できない部分もありますので、そこら

辺を地域でもって対応していっていただければ

と思います。 

 以上をもちまして私の総括とさせていただき

ます。 

 本日はお忙しいところお集まりいただき、最

後まで聴講いただきましてありがとうございま

す。（拍手） 
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 嶋村先生、ありがとうございました。 

 皆様、本日は長時間にわたりこのシンポジウ

ムにご参加をいただきまして、誠にありがとう

ございました。 

 以上をもちまして、本日の救急医療シンポジ

ウムは終了となります。本日は、各分野におい

てご活躍されております先生方に、それぞれの

立場から災害医療についてお話をいただきまし

た。先生方のお話を伺いまして、大規模災害時

において、どのような考えの下で医療が行われ

ているのか、また、我々がどのように行動すべ

きなのかについて、改めて知ることができまし

た。 

 市民の皆様の一人一人が適切な知識を身につ

け、いざというときに、正しい行動が選択でき

るようにすることが、自分はもちろん、身近な

人の命を守ることにつながるのではないかと改

めて感じた次第です。 

 先生方にご講演いただいた内容につきまして

は、後日、船橋市のホームページにて公開させ

ていただく予定になっております。 

 また、冒頭、松戸市長からお話がございまし

たが、ご自宅に帰られましても、本日皆様が学

んだことや感じたことについて、ご家族やお知

り合いとの間でぜひお話し合いいただければ幸

いでございます。よろしくお願いいたします。 

 また、今回の開催に際しまして、ご支援、ご

協力をいただきました多くのご関係の皆様に心

より御礼を申し上げます。 

 最後に、ご参加いただきました皆様のますま

すのご健勝をお祈り申し上げ、閉会の宣言とさ

せていただきます。 

 本日は誠にありがとうございました。気をつ

けてお帰りください。（拍手）


